
令和7年度 学校推薦型選抜·公募制問題用紙（小論文）

社会情報学部 社会情報学科 社会生活情報学専攻

以下は、 災害時の情報収集とSNSに関する新聞記車である(2024年4月11日朝日新聞朝

刊）。記事の内容を前提とし、災害時のSNS利用のメリットとデメリットについてのあなた

の考えを、 600 字から 800 字で述べなさい。

（余白及び裏面は下書きに使用してもかまいません）
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